
百
件
ro
ぎ
.2
同
室
内
ご
ま

H
W
S
?
i

て
、
H

，F
命

的

2
2同

G
2品
。
ロ
に
み
る
父
親
畿
と
そ
の
役

.... 

E7裂
や匙

守喝、
守、

tII 

::t: 。
!:! 
匂を

見。
お

や~

b‘ 
tII 

句、
お
や~.、t
や‘-
tII 

に
お
け
る
フ

ロ
ン

ア

イ

円ア
ロ自の
5意
ユ義

吋
t'" 。
g 
m 
t'" ..... 
由。
ト+、

一
、
〉
-
2
2
6

~
い
む
に
民
事
ー
も
遣
さ

H
J
凶
自
己
司

E

て
N

)

枯
ら
ど
ミ
ミ
の

E

ベ
~
Z
D
2門戸
3

C
題
名
の
詰
示
す

る
も
の

一
、
与

N
t
b
込
舎
さ
言
、
三
宮
司
。
ミ
S
A
S
S
K

に
お

け
る
英
語
と
音
と
言
葉
遊
び
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い

て

一
、
〉
。
。
吉
田
M2-白。
H
H
O
同
〉
言
。
ユ
0
2
H
S
H
M
L
句
。
円
包
鈎
ロ

玄
0
4
Z臼!
↓
何
回
。
冨
ミ
広
告
白
∞
u
E
ロゲ
o
-
c同
開

sr

cczHM円
円
一
て

1
i

て
雪
。
の
意
味
拡
張
に
つ
い
て

て
叫
J
F司
出
向
ミ

2
H
旬
、
。
に
み
る
、
H

，
。
巴
玄
。
2
目白。ロ

む
思
想
と
黒
人
芸
術
運
動
と
の
比
較

て
凶
J
b
R
N
γ

竜
丸
。
¥
忌
句
匂
ど
と
の
誹
究

i
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
人
間
観
に
つ
い
て

i

一
、
匂
C
O
R
-

の
ロ
=
ロ
円
。
。
同
国
立

z-ロ

一
、
〉
斗

zm⑦弘
司

z
bさ
忌
。
¥
h
H
F
N
N
2
s
h
H誌

て
同
，
r
o
考
古
}
同
}
阿
佐

g
q
E
H
W
H】
m-SL

て
白
色
吉
m
百
円
と
宗
教

乾

出
美
奈

小
槙
有
里
子

冨
田

森

千
里

亜
紀
子

吉
村
亜
由
美

磯
兵

耳怠

小
幡
ち
ひ
ろ

曽
根
現
日
香

高

松

茜

上京酉近
田淳

恵
太
恭
平
雄
一
浩
志

O
社
会
福
祉
科

て
知
的
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
1
ム

の

課

題

池

島

ー
自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
の
地
譲
の
役
割
を
中
心
に

i

一
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の
Q
O
L
を

め

ぐ

る

課

題

石

橋

千

勢

i
寝
た
き
り
で
あ
っ
て
も
ど
う
す
れ
ば
よ
り
豊
か
な
生

活
を
送
れ
る
か

i

一
、
知
的
障
が
い
者
の
愛
と
性
の
充
実
の
た
め
に
稲
継
理
恵

ー
私
達
が
出
来
る
支
援
と
理
解
|

て

自

賠

症

の

社

会

参

加

に

つ

い

て

河

南

麻

美

子

i
就
労
、
結
婚
、
地
域
社
会
支
援
に
つ
い
て

i

一

、

ダ

ウ

ン

症

を

持

っ

た

人

の

生

活

課

題

岸

本

江

里

子

i
仕
事
、
恋
愛
、
社
会
参
加
な
ど
個
人
イ
ン
タ
ピ
ュ

1

か
ら
見
え
る
も
の

i

一
、
知
的
出
俸
が
い
者
へ
り
皇
待
を
跨
ぐ
た
め
に
は

一
、
む
S
2
3
a
立
に
お
け
る
主
人
公
達
の
理
想
と
現
実

!
と
〆
立
三
0
2
2門戸
3

を
中
心
に

i

の
言
語
感
覚
に

実
井

一、

bsロ
ミ
ミ

に
み
ら
れ
る

T
U
1
3

つ

い

て

南

i
2〉

zr可
と

adz-E0.w
に
お
け
る
光
と
麗
の
イ

メ
ー
ジ

i

一O
O
六
年
度
短
期
大
学
部

卒
業
論
文
題
目

栗
山

潤
次

洋
介

充
美

実
香

-132ー龍谷大学論集



i
家
族
の
立
場
か
ら
施
設
虐
待
に
い
か
に
対
処
す
る
か

i

一
、
障
が
い
者
ア

i
ト

の

可

能

性

桑

田

和

実

i
自
己
表
現
、
社
会
参
加
の
方
法
と
し
て
の
ア
ー
ト

i

一
、
老
人
ホ

l
ム
等
に
お
け
る
音
楽
察
法
の
あ
り
方
小
岩
由
美

!
認
知
症
の
人
へ
の
効
果
を
引
き
出
す
に
は

i

て

施

設

処

遇

に

お

け

る

口

控

ケ

ア

の

意

義

河

野

里

佳

i
施
設
で
の
口
腔
ケ
ア
の
実
態
、
比
較
か
ら
の
考
察

i

一

、

知

的

障

が

い

者

の

学

習

保

障

後

藤

友

香

i
成
人
後
の
学
習
保
障
の
現
状
と
課
題

i

て

我

が

子

が

樟

が

い

者

だ

と

知

っ

た

時

高

見

友

郁

ー
親
の
患
い
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
出
題
に
つ
い
て

i

一
、
身
体
障
が
い
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
住
環
境
回
選
千
春

i
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら

i

て

知

的

障

が

い

者

の

佳

生

活

の

課

題

と

展

望

提

紀

子

i
現
場
の
性
教
育
の
問
題
点
と
社
会
啓
発
の
あ
り
方

i

一

、

里

親

鋭

震

の

現

状

と

課

題

西

坂

決

着

!
望
ま
し
い
処
遇
り
あ
り
方
と
普
及
方
法
を
め
ぐ
っ
て

i

一
、
共
に
生
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
補
助
犬
潰
塚

i
補
助
犬
と
の
生
活
で
身
体
障
が
い
者
に
何
を
得
る
の

か

?
i

一
、
聴
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

シ

ョ

ン

支

援

久

田

!
不
授
を
克
擁
す
る
た
め
に
社
会
と
わ
た
し
た
ち
に
で

き
る
こ
と

i

一
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

宮
田

咲
;ft 
万弓

詩
依

祥
子

i
食
の
楽
し
み
と
Q
O
L
を
高
め
て
い
く
た
め
に

i

一
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
と
生
き
が
い
に
つ
い
て
矢
田

i
ス
ポ
ー
ツ
を
還
し
た
社
会
参
加
を
ど
う
支
え
る
か

i

一
、
認
知
症
を
持
つ
高
齢
者
へ
り
グ
ル
ー
プ
ホ

1
ム
の
あ

り
方

可
織

山
本
有
希
子

i
人
生
の
最
期
を
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に

i

一

、

高

齢

者

と

ス

ポ

ー

ツ

安

藤

!
生
き
が
い
を
持
つ
と
い
う
こ
と

l

一

、

高

齢

者

の

タ

ー

ミ

ナ

ル

ケ

ア

池

村

!
自
分
ら
し
く
最
期
を
迎
え
る

i

つ

ひ

と

り

麗

家

庭

と

非

行

少

年

の

関

係

性

伊

藤

ゅ

う

子

;
家
族
の
紳
と
虐
待
・
愛
情

i

一

、

高

齢

者

の

食

事

今

井

八

千

代

i
高
齢
者
に
と
っ
て
の
最
善
の
食
事
と
は

i

一

、

重

譲

欝

害

者

爵

田

i
喜
怒
哀
楽

i

一

、

在

宅

高

齢

者

の

た

め

の

介

護

サ

ー

ビ

ス

潟

山

一

、

人

間

と

し

て

の

「

死

」

加

綿

て

高

齢

期

に

襲

い

か

か

る

樟

害

と

疾

病

川

下

ー
力
・
光
・
音
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く
高
齢
者
の
心

と
体
の
理
解

i

一
、
ュ
-
一
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て

ー
私
物
、
役
謡
、
自
由
度
、
近
隣
関
係
を
中
心
に

i

一
、
寝
た
き
り
老
人
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
八
八

護

椀
回

恭
子

久
美

佳
恵

真
呈

恵
理
幸
子
真
未

小
杉
真
有
香
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i
ユ
ニ
ッ
ト
化
に
よ
る
介
護
の
変
化

i

一
、
揮
害
者
ス
ポ
ー
ツ

一
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て

i
認
知
症
高
齢
者
に
与
え
る
影
響

i

一
、
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

て
高
齢
者
へ
の
虐
待
問
題

一
、
認
知
症
と
介
護

て
ダ
ウ
ン
症
に
つ
い
て

ー
そ
の
特
徴
と
性

i

一
、
ア
-
一
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て

て
障
害
者
ス
ポ
:
ツ

一
、
ノ

i
マ
ラ
イ
ゼ

i
シ
ョ
ン
と
施
設
解
体

て
高
齢
者
の
在
宅
介
護
に
つ
い
て

て
非
行
を
犯
す
子
供
た
ち

i
子
供
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題

i

一
、
家
庭
内
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待

i
こ
れ
か
ら
の
家
族
分
護
の
あ
り
方

i

て
が
ん
患
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
重
要
性

ー
緩
和
ケ
ア
の
展
望

i

て
日
本
の
社
会
福
祉
に
お
け
る
盲
導
犬
の
あ
り
方

一
、
児
童
虐
待
に
お
け
る
親
と
子
の
関
係
性

一
、
認
知
症
と
地
域
社
会
の
支
援

一
、
身
体
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
用
具
の
機
能

一
、
高
齢
者
に
お
け
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
重
要

生

鳴才
田昌

藤久中竹
家出村田

部材宮松桝
原西内田田

ム、--， 
坂

由桃
季子

庸錆有恵
子香希理

咲靖絵伊晴
子香里代香

友
香

上
造
輪
陽
子

太

田

貴

子

太
田
三
香
子

岡

崎

紀

彦

別
端
裕
美
子

北
浦
往
生
佳

i
Q
O
L
を
高
め
る
た
め
に
i

て
市
町
村
合
静
に
よ
る
地
域
福
祉
計
露
の
実
態
と
往
民

意
識

て
差
別
と
偏
見
か
ら
の
克
服

i
知
的
障
害
者
の
「
サ
ヴ
ア
ン
症
候
群
」

i

一

、

』

虐

待

は

な

ぜ

お

こ

る

の

か

津

本

ー
愛
さ
れ
な
い
子
ど
も
・
愛
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
親

の
実
慈
|

一
、
施
設
の
認
知
症
一
局
者
に
対
す
る
精
神
的
暴
力
篠
原

i
閉
じ
込
め
ら
れ
た
介
護
の
是
非

i

一
、
青
少
年
の
薬
物
乱
用
に
よ
る
犯
罪
と
そ
の
社
会
背
景
東
度

て

ク

ラ

イ

エ

ン

ト

と

援

劫

者

の

相

互

関

係

中

川

!
自
己
選
択
・
自
己
決
定
の
重
要
性

i

一

、

認

知

症

に

つ

い

て

西

間

て

バ

リ

ア

フ

リ

ー

の

現

状

と

課

題

安

田

i
車
椅
子
で
行
け
る
と
こ
ろ
行
け
な
い
と
こ
ろ

i

一
、
知
的
障
害
者
の
自
立
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援

一
、
青
少
年
犯
罪
の
発
生
率
の
比
較

一
、
施
設
内
室
詩
の
実
態
と
そ
の
ι

予
訪

一
、
楽
観
主
義
に
よ
る
心
の
変
革

ー
老
い
に
与
え
る
効
果

l

一
、
自
閉
症
者
の
支
援
シ
ス
テ
ム
「
寸
開
〉
の
の
Z
」
に
お

け
る
投
割
と
課
題

一
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て

一
、
高
齢
者
」
虐
待
に
つ
い
て

木
村
現
5
香

工
藤
か
お
り

米吉義山
田弘富崎

河南若
露崎森

麻
郁

千
賀

豆
衣
由
香

秒
世
真
幸

香麻理
識美恵学

左友
織香香
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ー
心
理
的
要
因
と
社
会
的
背
景

i

一
、
地
域
語
祉
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

て
犬
の
障
害
に
つ
い
て

一
、
在
宅
介
護
と
家
族

て
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一
、
ホ
ス
。
ヒ
ス
ケ
ア

ー
ホ
ス
ピ
ス
と
ぜ
ハ

l
ラ
か
ら
死
を
学
ぶ

i

一
、
介
護
予
訪
に
つ
い
て

一
、
よ
り
良
い
在
宅
介
護
を
目
指
し
て

!
在
宅
福
祉
の
あ
り
方
i

一
、
高
齢
者
の
食
事

一
、
タ
i
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
に
つ
い
て

一
、
施
設
内
』
虐
待

一
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

一
、
現
代
と
犯
罪

て
長
寿
社
会

て
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て

j
そ
の
特
徴
と
か
か
わ
り
方
i

て
克
童
書
待
に
つ
い
て

一
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族

て
車
椅
子
と
ノ
i
マ
ラ
イ
ゼ

I
シ
ョ
ン

一
、
尊
厳
死
と
ホ
ス
ピ
ス

i
最
期
ま
で
「
自
分
L

ら
し
く
あ
る
た
め
に

i

一
、
高
齢
者
の
在
宅
介
護
へ
の
支
援

て
高
齢
者
』
虐
待
に
つ
い
て

境
田
沙
弥
香

阪

司

震

香

新

宮

美

穂

国
中
千
絵
美

田

遺

千

慧

辻

真

理

子

徳

星

真

実

仁

保

璃

希

野

村

直

史

萩

原

訟

識

構

圏

実

馬
場
菌
盗
志

藤

本

早

首

藤

田

紗

希

吉雪山山
岡山本本

部晴業生
美香佳奈

石
塚
智
奈
美

江

上

重

子

ー
虐
待
が
起
こ
る
原
因
と
そ
の
対
応

i

て
障
害
者
の
生
活
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

て
知
的
障
害
者
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

i
在
宅
と
施
設
で
の
暮
ら
し
の
違
い
に
つ
い
て

i

一
、
自
閉
症
児
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
実
際
と
課
題
持
株
美
奈

て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
成
果
と
課
題
小
林
千
奈
美

i
全
て
む
人
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
を
創
造
す
る
!

一

、

被

』

虐

待

児

に

対

す

る

援

場

金

久

間

理

江

i
児
童
養
護
施
設
と
里
親
制
度
の
比
較
を
通
し
て
!

一

、

単

親

世

帯

に

対

す

る

福

祉

支

援

生

部

i
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
て
i

一

、

自

閉

症

克

の

行

動

特

設

杉

山

i

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
中
心
に
!

一
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状

一
、
少
年
非
行
に
お
け
る
、
社
会
の
支
援

i
非
行
少
年
へ
の
心
の
ケ
ア
と
更
生
i

一
、
高
齢
者
の
タ
i
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
課
題

i
施
設
ケ
ア
と
在
宅
ケ
ア
を
主
題
と
し
て

l

一
、
介
護
施
設
の
現
状
と
課
題

一
、
聴
覚
欝
害
者
の
く
ら
し
と
手
話

一
、
う
つ
病
へ
の
対
応

一
、
障
が
い
の
社
会
的
受
容

て
笑
い
が
人
に
与
え
る
力

;
福
祉
現
場
に
お
け
る
笑
い
の
必
要
性
!

一
、
知
的
障
害
克
(
者
〉
に
お
け
る
生
活
・
社
会
参
加

結尾
本椅

真梨
代抄

圭
子

諏
訪
恵
理
香

堂
菌
室
一
ハ
子

長
尾
真
利
恵

西
本
異
由
美

橋

本

恵

林

真

里

江

藤

牧

夢

野

細
川
ひ
と
み

rム手
首

JII 

知
佳 恵
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て
高
齢
者
へ
の
虐
待

て
ア
ル
マ
ル
セ
ラ
ピ
!
の
効
果
と
問
題
点

i
冨
際
比
較
で
見
た
自
本
に
お
け
る
現
状

i

一
、
身
体
障
害
者
と
補
助
犬
の
関
係

ー
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

E
本
社
会
の
実
態

i

一
、
知
的
障
害
児
・
者
を
対
象
と
し
た
音
楽
療
法
の
効
果

と
課
題i
急
が
れ
る
指
導
者
の
養
成
と
普
及
の
促
進

i

一
、
安
楽
死
の
冨
擦
比
較

1
5本
の
現
状
と
課
題
|

て
子
育
て
対
策
と
女
性
支
援

i
現
代
日
本
社
会
の
課
題

i

一
、
高
齢
者
の
余
蝦
利
用
の
効
果
と
課
題

一
、
増
加
す
る
高
齢
者
室
待

ー
加
害
者
・
被
害
者
の
ケ
ア
の
方
策
を
考
え
る
i

一
、
増
強
す
る
ニ

l
ト
現
象
を
考
え
る

!
な
ぜ
若
者
は
働
か
な
い
の
か

i

て
知
的
障
害
者
の
性
の
権
利
保
障
の
あ
り
方

i
人
間
性
の
回
毎
へ
の
支
援
策

i

て
高
齢
者
の
Q
O
L
の
あ
り
方

ー
鍵
や
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
l

一
、
障
害
者
の
就
労
と
社
会
参
加

i
そ
の
現
状
と
課
題

i

一
、
障
害
者
の
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て

i
セ
ッ
ク
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
日
本
の
現
状

i
蓋若
田林

愛
美
真
弓

大
久
探
純
子

大
畠

一
信

大
村
真
奈
美

加
来
岳
梨
子

兎
玉
大
平

辻
本

堤寺
鴎

中
川

奈知
夫子

岳
香

ま
い

友
美

友
紀

長
谷
用
沙
織

一
、
知
的
障
害
克
へ
の
教
育
保
障

i
統
合
教
育
の
推
進
に
向
け
て

i

一
、
だ
れ
も
が
鐘
や
か
に
生
き
ら
れ
る
地
域
福
祉
の
創
造

ー
豊
か
な
人
題
提
保
の
復
活
を
も
と
め
て

i

一
、
凶
悪
北
す
る
少
年
犯
罪

ー
そ
の
現
状
と
対
策

i

一
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の
廷
命
治
療
の
現
状

i
安
楽
死
・
尊
厳
死
を
中
心
と
し
て

i

一
、
身
体
揮
害
者
の
自
立
を
支
え
る
地
域
づ
く
れ
ソ

ー
社
会
に
残
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
!
l

一
、
豊
か
な
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求

め
て

i
心
理
的
バ
リ
ア
フ
リ
;
の
解
消
を
考
え
る
i

ハ
ン
セ

γ
病
の
歴
史
と
変
還

ー
な
お
残
る
元
患
者
へ
の
一
嬬
見
と
差
別
m
l

て
男
性
保
育
士
の
あ
り
方
に
つ
い
て

i
現
代
の
子
育
て
に
必
要
な
関
わ
り

i

て
子
ど
も
の
人
間
関
係

i
保
育
士
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
i

一
、
児
童
に
と
っ
て
家
庭
と
は
何
か

一
、
音
楽
療
法
の
現
実
と
今
後

一
、
児
童
養
護
蒐
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
達
に
と
っ
て
の
家

族
と
はi
家
族
へ
の
支
援
を
中
心
に

i

一
、
摂
食
障
害
の
治
療
に
お
け
る
家
族
と
友
人
の
サ
ボ

i

一、

秦羽
場

捨
山

い
つ
か

友
香

由
美

平
井
奈
津
美

村
山

森金
J[[ 

亜
者E

弥
生

官
浩

雄
吾

奥
瀬
く
る
み

奥奥
山田

亮惇
子子

荷
村
千
菜
美
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ト

一、

A
D
H
D
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

一
、
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

i
行
政
及
び
民
間
に
よ
る
子
育
て
支
援

i

一
、
ア
レ
ル
ギ
;
児
の
保
育

一
、
子
ど
も
と
居
眠
の
関
孫

i
夜
更
か
し
を
す
る
子
ど
も
達

i

一
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
g

ン
に
つ
い
て

一
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
と
効
果

一
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
人
間
関
係

i
異
年
齢
保
育
の
可
能
性

i

一
、
自
閉
症
克
と
は
・
.

i
自
閉
症
児
と
家
族

i

一
、
変
化
し
つ
つ
お
る
子
ど
も
の
生
活
習
環

て
今
後
、
保
育
窟
に
求
め
ら
れ
る
も
の
d

て

食

育

i
キ
レ
る
子
ど
も
と
現
代
の
生
活
習
慣
の
関
係

i

て
現
代
の
食
生
活
に
つ
い
て

i
子
ど
も
の
食
事
の
見
直
し

i

一
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
樟
害
に
つ
い
て

一
、
統
合
採
育
と
分
離
保
育
に
つ
い
て

一
、
子
ど
も
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
人
関
関
係
に
つ
い

て

一
、
乳
児
毘
・
保
育
所
の
投
割
と
援
助
の
違
い

一
、
聴
覚
障
害
の
子
ど
も
達

木

村

恭

子

葛
別
加
奈
子

久

保

典

子

栗

田

麻

都

小
糸
麻
衣
子

坂

元

善

昭

壊

井

友

紀

菅
田
真
由
子

関
谷
友
肴
子

谷
中
奈
諸
子

玉

井

寿

尚

中

島

育

子

中
村

橋中
本本

吉山山
永本口

美
加

有
沙憂

純未哲
子夫生

て
現
代
家
族
を
め
ぐ
る
諸
問
題

て
三
歳
児
神
話
と
集
団
保
育

ー
乳
克
保
育
に
お
け
る
一
観
点
か
ら
の
考
察
l

て
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

て
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

一
、
少
年
泡
罪
に
つ
い
て
の
一
考
察

一
、
幼
児
教
育
論

i
幼
誰
国
教
育
と
加
保
育
所
保
育
を
詑
較
し
て
!

て
知
的
障
害
克
の
暮
ら
し

て
星
川
郡
徹
子
と
福
祉
活
動

一
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち

一
、
テ
レ
ピ
ゲ

i
ム
と
子
ど
も

一
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状

ー
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
中
心
に

i

て
自
語
症
児
に
つ
い
て

て
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
に
つ
い
て

一
、
少
子
化
社
会
に
お
け
る
子
育
て
支
援

て
子
ど
も
と
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
一
考
察

て
子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
と
は

一
、
知
的
欝
害
者
の
行
動
特
徴
と
支
援
の
あ
り
方

一
、
出
生
前
診
断
に
つ
い
て

て
現
代
の
子
ど
も
の
心
理
状
況

一
、
食
生
活
に
つ
い
て

一
、
子
ど
も
と
食
生
活
に
つ
い
て

一
、
諜
覚
障
害
に
つ
い
て
の
一
考
察

青

木

千

夏

赤
井
佐
知
子

井
上
真
理
子

井

ノ

本

梢

大

山

沙

織

川
本
麻
由
佳

倉
野
摩
耶
子

高

靖

美

保

辻

由

香

恵

徳

原

尚

子

中
村
加
奈
子

西

田

襲

羽
根
田
久
美
子

藤

井

美

希

古

川

真

梨

本

庶

佑

樹

増

田

純

子

増

田

紀

子

松

岡

一

樹

松

下

時

子

南

佳

奈

出

本

和

裕
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一
、
小
児
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

一
、
家
族
の
中
の
子
ど
も

ー
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
変
北
の
中
で

l

一
、
性
的
患
待
!
現
状
か
ら
残
さ
れ
た
課
題
を
考
え
る

i

て
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
自
立
支
援

i
子
ど
も
へ
の
職
員
の
専
門
的
な
関
わ
ち
;

一

、

幼

児

同

士

の

関

わ

れ

ノ

今

江

i
縦
割
り
保
育
と
接
説
り
保
育
の
検
討
を
通
し
て

i

て

家

族

に

つ

い

て

の

一

考

察

大

久

保

美

典

i
女
性
の
視
点
か
ら
!

一
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
産
む
こ
と
/
産
ま
な
い
こ
と
金
津
絵
里
子

i
夫
婦
の
葛
藤
と
戸
惑
い

i

一

、

自

閉

症

克

の

療

育

口

井

記

紗

子

!
音
楽
療
法
の
意
義
と
可
能
性

i

一

、

保

育

所

と

家

庭

・

地

域

の

連

携

時

枝

i
共
育
ち
の
保
育

i

一

、

子

育

て

支

援

活

動

の

現

状

と

課

題

中

神

!
招
待
育
所
で
の
敦
り
組
み
を
中
心
に

i

一
、
母
子
家
露
、
父
子
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
人
権
に

つ

い

て

中

川

一

、

知

的

障

害

者

の

人

権

に

つ

い

て

永

潰

i
卒
業
実
習
で
の
学
び
を
通
し
て

i

一
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
1
症
設
群
の
子
ど
も
の
保
育
に
つ
い
て
庚
弁

i
家
庭
で
ア
ス
ペ
ル
ガ
1
症
侯
群
の
乳
幼
克
を
子
育
て

朝吉
田岡

乾今
井

菜美
菊季

出
起
子

梨
恵

早
希

真
代

圭
司

友広
佳大

温
子

す
る
家
族

i

一
、
欝
と
思
春
期

!
自
傷
の
お
こ
り
と
人
語
障
害

i

一
、
地
域
で
支
え
る
子
育
て
支
援

!
先
駆
的
な
事
例
を
通
し
て

i

一

、

乳

幼

児

期

の

克

童

虐

待

に

つ

い

て

松

尾

美

希

一

、

育

児

不

安

と

子

育

て

支

援

松

野

陽

子

一

、

幼

保

一

元

北

に

つ

い

て

の

一

考

察

コ

一

滞

恵

里

子

一
、
克
童
養
護
施
設
に
お
け
る
重
接
ケ
ア
職
員
の
役
製
矢
ケ
崎
震
子

ー
学
童
期
に
ネ
グ
レ
ク
ト
を
受
け
た
児
童
へ
り
対
認
を

中
心
に

i

一
、
知
的
し
よ
う
が
い
を
持
つ
入
の
就
労
に
つ
い
て
山
下
美
喜

一

、

人

間

の

心

を

窓

す

動

物

の

力

に

つ

い

て

吉

井

肖

子

て

高

齢

者

意

待

青

木

真

美

!
介
護
者
の
孤
立
を
考
支
る

l

一
、
揺
祉
の
世
界
で
活
寵
し
て
い
る
犬
た
ち
が
人
に
与
る

影

響

上

中

菜

津

巳

一

、

笑

い

の

医

学

的

効

果

北

別

貴

恵

一

、

部

落

差

別

を

考

え

る

北

村

沙

奈

恵

一

、

日

本

と

外

国

の

謡

祉

小

出

桂

葉

ー
遅
れ
て
い
る
5
本
の
福
祉
と
外
冨
の
揺
祉
を
比
較
し

て
i

冨
金
京

堀
野

佳
子

一
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
、
親
の
こ
こ
ろ

i
教
育
現
場
の
視
点
か
ら

i

一
、
菌
際
社
会
に
お
け
る
諸
問
題

清
水
麻
理
子

治
部

縁
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i
冷
戦
後
の
世
界
情
勢

i

一
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
福
祉
舗
震
に
つ
い
て
須
野
香
緒
里

一

、

福

祉

と

住

環

境

の

繋

が

ち

瀬

戸

真

理

子

i
高
齢
者
の
快
適
な
住
環
境
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
i

一
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
捷
康

i
卓
球
を
通
し
て

i

一
、
揮
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

一
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

1
シ
s
ン
に
つ
い
て

一
、
認
知
症
に
や
さ
し
い
老
人
ホ
ー
ム

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
;
シ
ョ
ン
・
ワ

i
グ

豊
重

藤服西中
井部端村

i
ア
イ
ス
プ
レ
ー
キ
ン
グ
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

l

一
、
ス
ポ
ー
ツ
と
撞
康

一
、
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

て
ヲ
ハ
ピ
リ
テ

1
シ
ョ
ン
と
ス
ポ

i
ツ

一
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
ス
ポ
ー
ツ

一
、
母
の
愛|
抱
か
れ
る
子
ど
も
は
よ
い
子
に
育
つ

l

て
少
年
提
を
出
た
子
供
た
ち
と
現
状
に
つ
い
て

一
、
ス
ポ

i
ツ
選
手
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

一
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

一
、
車
社
会
と
高
齢
化

一
、
ス
ポ
ー
ツ
と
食
事

一
、
ス
ポ
ー
ツ
と
人

山宮前前藤
i有本国田原

実大大上池山
村呂蔵田匝巨

裕
基

由有両日佳
貴紀平永

亜療 真武
紀子怪希生

告佳未妥 亜
人代央佳博季

一
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
意
義

一
、
提
覚
障
害
者
に
お
け
る
富
導
犬
の
必
要
性

一
、
ス
ポ

i
ツ
選
手
の
メ
ン
タ
ル
強
化

一
、
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

ー
パ
ラ
リ
ン
ぜ
ッ
ク
の
現
状
と
課
題

i

一
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
お
け
る
心
品
待
機
能
の
発
達
に
つ
い

て

i
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

i

一
、
ス
ポ
;
ツ
と
健
康
と
福
祉

一
、
呈
親
制
度
の
現
状
と
課
題

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

て
笑
い
の
重
要
性

一
、
運
動
に
お
け
る
か
ら
だ
と
健
康
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

一
、
元
気
な
高
齢
社
会
の
た
め
に

i
捷
康
を
考
え
る

i

一
、
高
齢
者
に
お
け
る
健
康
維
持
と
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
に

つ
い
て

一
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
玄
ン

i
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば

i

一
、
人
と
病
と
食

i
割
譲
さ
れ
た
食
生
活
・
こ
れ
か
ら
の

の
た
ゐ
に

i

て
ス
ポ
ー
ツ
と
鑓
棄
に
つ
い
て

北
村
麻
希
子

小

靖

梨

絵

小

西

麻

世

三
溝
明
日
香

滝
野
一
克
土

中

川

智

世

中
西

中
山
賢
志
朗

苦

村

佳

織

西

詩

稜

香

馬
場
由
香
理

福
井
珪
弓

水

本

晴

歌

村

上

搭

子

森
本
可
奈
子

ロー
p) 

"c ・3
弘司

=t石
言、原
真
理
子

井
蕗

番
美 揚
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一
、
私
達
の
身
近
に
有
る
ベ
ッ
ト
、
動
物
等
の
問
題
土
木
戸
芸
秩

i
動
物
に
関
す
る
問
題
と
そ
れ
に
関
す
る
政
策
、
福
祉

に
つ
い
て

i

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
教
育
と
人
間
関
誌
梅
井
泰
孝

一

、

タ

パ

コ

の

害

と

性

賞

・

謹

類

大

久

採

嘉

語

一
、
建
築
冨
か
ら
見
た
バ
リ
ア
フ
リ
1

開

田

明

奈

一
、
ウ
ェ
ル
チ
ェ
ア
l
ラ

グ

ビ

ー

関

本

快

土

i
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

i

一

、

宗

教

教

育

加

来

諭

一
、
無
青
盆
献
の
し
ぐ
さ
か
ら
読
み
取
れ
る
心
理
北
村
富
実
子

一
、
セ
ラ
ピ
i

・

ド

ッ

グ

に

つ

い

て

佐

谷

森

衣

!
ド
ッ
グ
・
セ
ラ
ピ
!
の
歴
史
・
ド
ッ
グ
・
セ
ラ
ピ

l

活
動
・
今
後
の
飛
躍

i

一
、
手
話

佐
藤

i
手
話
の
い
ろ
い
ろ

i

一
、
現
代
人
の
足
と
鍵
康
に
つ
い
て

ー
今
、
現
代
人
の
足
が
危
な
い

l

一
、
表
靖
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

菅
諒

太
前

i
言
語
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

i恒
川

一
、
フ
リ
:
タ
ー
と
ニ

i
ト

i
正
社
員
に
な
ら
な
い
人
達

i

一
、
変
わ
り
行
く
現
代
女
性
の
意
識
と
生
活

一
、
体
指
訪
撚
廃
を
提
進
さ
せ
る
成
分
や
方
法

一
、
教
育
と
福
祉

一
、
音
楽
療
法

松葉招待
本守田致

真
頼語文

美
麗

絵
理

依宏諮里
子揺宣香

村
田
山
下

ス

ト

レ

ス

と

は

:

:

:

米

国

i
ス
ト
レ
ス
が
人
に
及
ぼ
す
影
響
・
そ
の
解
消
法
i

一

、

音

楽

察

法

に

つ

い

て

秋

本

肖

希

て

ア

ニ

マ

ル

セ

ラ

ピ

ー

に

つ

い

て

一

瀬

島

づ

さ

i
動
物
た
ち
が
も
た
ら
す
癒
し

i

一

、

色

彩

心

理

学

に

つ

い

て

'

小

笠

原

由

佳

i
告
と
心
の
関
係

i

一

、

障

害

者

福

祉

の

諸

問

題

桑

垣

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
吉
田
措

て

美

容

福

祉

に

つ

い

て

田

中

i
美
容
が
も
た
ら
す
心
理
的
効
果

i

一

、

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

に

つ

い

て

中

谷

i
勉
者
に
対
す
る
心
と
行
動

i

一

、

社

会

福

祉

を

と

り

ま

く

状

況

中

林

ー
特
に
少
子
高
齢
化
社
会
の
開
題
に
関
し
て
|

一

、

あ

な

た

と

握

手

中

平

!
親
子
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
;
シ
ョ
ン
に
つ
い

i
音
楽
が
も
た
ら
す
人
間
の
変
化
i

一
、
医
療
大
麻
に
つ
い
て

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

て
i

一
、
現
代
の
少
年
・
少
女
の
φ

心
。
に
つ
い
て

ー
多
発
し
て
い
る
少
年
犯
罪
に
つ
い
て
考
え
る

i

一

、

引

き

こ

も

り

突

発

型

犯

罪

中

山

i
犯
罪
に
手
を
染
め
る
ま
で
の
心
理
状
態
に
つ
い
て

i
中
平

浩
一
真
由
有
希

額桔妙
子斗佳

奈
保

晶
子

知
佐

裕
子
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て

少

年

犯

罪

に

至

る

ま

で

の

心

理

長

同

業

蒋

子

i
な
ぜ
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
事
件
に
至
る

ま
で
の
心
理

i

て

音

楽

療

法

に

つ

い

て

西

田

奈

央

て

余

壊

活

動

に

つ

い

て

東

京

真

也

i
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
F

に
i

て

精

神

障

害

者

の

人

権

問

題

彦

坂

幸

子

i
社
会
復
帰
の
可
能
性
に
つ
い
て

i

一

、

心

の

オ

ア

シ

ス

星

野

季

子

!
現
代
家
族
の
問
題
に
関
連
し
て

i

一

、

痛

み

と

身

鉢

の

爵

採

に

つ

い

て

増

田

梓

i
「
病
は
気
か
ら
」
の
正
当
性
に
つ
い
て

i

一

、

末

期

医

療

の

ケ

ア

に

つ

い

て

松

陰

涼

子

i
最
後
ま
で
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

i

て

心

の

病

に

つ

い

て

松

田

裕

子

ー
現
代
の
対
人
恐
椋
症
に
つ
い
て
考
え
る

i

一

、

障

害

者

の

障

害

を

ど

う

考

え

る

か

松

田

由

麗

i
障
害
者
を
と
り
ま
く
周
囲
の
状
況

i

一

、

高

齢

者

に

と

っ

て

生

き

が

い

の

重

要

性

森

野

裕

子

i
第
一
一
の
人
生
の
歩
み
方

i

て

こ

こ

ろ

の

色

若

林

栄

美

佳

ー
色
か
ら
分
か
る
深
麗
心
理
i

O
専
攻
科
福
祉
専
攻

一

、

沖

縄

の

芸

能

が

高

齢

者

に

与

え

る

影

響

赤

嶺

i
沖
縄
の
芸
能
は
他
府
県
の
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
影

充

宇
仁
英
皇
子

i
造
る
側
・
求
め
る
舗
の
視
点
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る

i

一

、

介

護

職

に

求

め

る

専

門

性

江

森

亜

希

子

て

特

別

養

護

老

人

ホ

;

ム

で

の

介

護

大

崎

和

美

ー
現
状
と
理
恕
i

て

障

害

を

も

っ

人

の

性

に

関

す

る

誹

究

大

茜

ー
性
的
欽
求
を
充
足
す
る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て

i

一
、
高
齢
者
む
一
人
住
ま
い
が
及
ぼ
す
影
響

i
一
人
住
ま
い
が
与
え
る
孤
独
死
へ
の
恐
怖

i

一
、
障
害
児
の
放
課
後
保
障
と
学
童
保
育

て
高
齢
者
と
う
つ
病

て
介
護
探
検
が
初
出
り
開
い
た
新
し
い
時
代
の
介
護
ピ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て

i
現
在
の
動
向
と
将
来
的
展
望

i

て
認
知
症
高
齢
者
の
行
動
心
理
と
介
護

一
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
の
役
割

一
、
音
楽
療
法
の
効
果
に
つ
い
て

ー
音
楽
が
高
齢
者
に
与
え
る
影
響

l

て
在
宅
で
の
終
末
期
ケ
ア

て
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て

て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
に
つ
い
て

響
を
与
え
る
の
か

i

て
障
害
と
個
性

i
共
に
生
き
る

i

て
高
齢
者
・
曹
が
い
者
が
過
ご
し
ゃ
す
い
環
境
に
つ
い

て

井
上

槙
子輝

釜
屋
あ
ゆ
み

川
川
淵
絢
美

岸
本
佳
津
美

金小小草
嶺高野

費才近
藤木藤

志
賢

貴有
史加愛

雅真
尚人弓
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一
、
高
齢
者
の
死
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
探
る

て
身
体
障
害
者
施
設
に
お
け
る
稿
用
者
の
重
度
化

一
、
認
知
症
高
齢
者
が
穏
や
か
に
暮
ら
す
た
め
の
環
境

一
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
み
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
考
え
る

て
閉
じ
こ
め
る
介
護
の
問
題
点

一
、
介
護
識
の
接
し
方
に
よ
っ
て
変
わ
る
施
設
利
用
者
の

権
利

i
実
習
生
の
視
点
か
ら

i

一
、
施
設
高
齢
者
が
求
め
る
介
護
者
像
と
は

て
施
設
高
齢
者
が
食
生
活
を
楽
し
む
た
め
の
要
素

て
施
設
利
用
者
の
自
己
主
張
の
方
法

i

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら

l

一
、
色
彩
の
も
つ
影
響
は
高
齢
者
の
生
活
に
ど
う
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
か

一
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
高
齢
者
の
心
に
何
を
も
た
ら

す
か
ー
介
護
実
践
事
例
の
分
析

l

一
、
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
立
支
援
の
あ
り
方

i
事
例
や
実
習
体
験
場
面
か
ら
の
考
察

i

て
高
齢
者
室
待
に
つ
い
て

ー
在
宅
に
お
け
る
虐
待

l

一
、
苑
設
で
生
活
す
る
高
齢
者
に
必
要
な
青
楽
の
関
わ
り

ー
実
習
体
験
事
郊
の
分
析
か
ら

i

一
、
音
楽
療
法
i
精
神
障
害
者
事
例
か
ら
の
分
析
1

西

馬

杏

美

佐

々

木

恵

八

回

典

子

坂

東

未

紗

東

知

英

平
井

古藤藤
河司岡

渡
遺

友
理

麻
衣
幸
子
智
弘

有
香

下
川
原
奈
津

杉
田

杉
司

彰
田

拐
子

仁
美

理
沙

谷
辺
裕
美
子

て
介
護
者
に
必
要
な
医
療
行
為
の
知
識
と
そ
の
介
入
に

つ

い

て

堤

一
、
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
鶴
田

i
介
護
職
員
の
関
わ
り
方
と
実
習
場
面
か
ら
の
考
察
l

一
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
溝
足
産
調
査
分
析
西
川

!
事
例
及
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
!

一
、
高
齢
者
虐
待
か
ら
考
え
る
人
情
尊
重
の
あ
り
方
農
津

i
現
場
の
事
例
を
一
五
に

i

巴友
美着

山
尚
弘長5

二
O
O六
年
度
大
学
院
(
文
学
研
究
科
)

開
講
科
呂
及
び
講
義
題
呂

O
真
宗
学
専
攻

真
宗
学
特
殊
研
究
「
近
代
真
宗
学
」
成
立
史
の
研
究

真
宗
学
特
殊
研
究
A
-
3

真
宗
学
特
殊
研
究

A
宗
教
と
科
学
!
特
に
西
田
・

E
辺
・
西
谷
哲
学
を
中
心
に

i

M
-
D

武
田
龍

B
宗
教
と
科
学
i
特
に
西
国
・
田
辺
・
西
谷
哲
学
を
中
心
に

i

M
-
D
 

瓦1M

龍

渓

(
休
講
〉

武
田
龍

真
宗
学
特
殊
研
究

A
往
生
思
想
の
研
究
|
往
生
思
想
の
意
義
|

B
往
生
思
想
の
研
究
l
親
鷺
の
註
生
思
想
i

真
宗
学
特
殊
研
究

M
-
D
 

M
・
D

内向

q自4
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